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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
伊
賀
市
が
誕
生
し
て
７
年
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
「
ひ
と
が
輝
く　

地

域
が
輝
く　
〜
住
み
良
さ
が
実
感
で
き
る
自
立

と
共
生
の
ま
ち
〜
」
を
め
ざ
し
、
市
民
の
皆
様

と
市
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続
き
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
「
に
ぎ
わ
う
伊
賀
市
の
未
来
」
の

実
現
を
め
ざ
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
事
業

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺
部
の
集
落
の

里
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
伊
賀
市
と
し
て
の
一
体
感
を
高
め
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
市
全
体
と

し
て
自
立
し
た
住
み
よ
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
３
月
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
東

日
本
大
震
災
や
昨
今
の
災
害
を
教
訓
に
、
今
後
、

国
か
ら
示
さ
れ
る
指
針
お
よ
び
県
の
地
域
防
災

計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
に
伊
賀

市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
を
行
い
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伊
賀
地
域
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
病
院
間
で
の
連
携
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
上
野
総
合
市
民
病
院

の
診
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
た
な
内
科

系
常
勤
医
師
の
確
保
に
向
け
、
県
外
の
大
学
な

ど
に
対
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
派
遣
要
請
を
続

け
、
医
師
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
経
済
雇
用
情
勢
の
回
復
が
見
込
ま

れ
ず
、
伊
賀
市
に
と
り
ま
し
て
も
厳
し
い
年
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

伊
賀
市
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
住
み
良

さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
、
真
に
豊
か
な
地

域
社
会
と
し
て
の
伊
賀
市
の
実
現
に
向
か
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
格

別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新年のごあいさつ あけまして
おめでとうございます

　
第
７
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

市
内
の
小
・
中
学
校
・
高
校
お
よ
び
一

般
の
皆
さ
ん
か
ら
２
４
７
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
特
選
に

選
ば
れ
た
３
人
と
、
入
選
に
選
ば
れ
た

27
人
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

第
一
部

『
奉
教
人
の
死
』
を
読
ん
で

　
石
橋　
容
子
（
一
般
）

第
二
部

黒
い
雨
か
ら
青
い
空
へ

　
川
向　
志
季
（
島
ヶ
原
中
学
校
３
年
）

第
三
部

『
み
ん
な
を
好
き
に
』
を
読
ん
で

　
西
田　
歩
未
（
河
合
小
学
校
６
年
）

第
一
部

　
福
沢　
義
男
（
一
般
）

　
澤
田　
誠
（
上
野
高
等
学
校
２
年
）

第
二
部

　
谷　
穂
乃
佳
（
崇
広
中
学
校
１
年
）

　
永
山　
千
晶
（
城
東
中
学
校
１
年
）

　
田
中　
沙
奈
（
城
東
中
学
校
２
年
）

　
東　
佳
世
（
城
東
中
学
校
２
年
）

　
榊
原　
沙
也
香
（
城
東
中
学
校
２
年
） 

　
中
森　
麻
莉
（
城
東
中
学
校
３
年
）

　
梶
村　
栞
（
成
和
中
学
校
３
年
）

第
三
部

　
花
井　
美
音
（
神
戸
小
学
校
１
年
）

　
福
寿　
文
菜
（
神
戸
小
学
校
２
年
）

　
岡
田　
ゆ
め
（
青
山
小
学
校
３
年
）

　
池
田　
彩
花
（
青
山
小
学
校
３
年
）

　
安
永　
千
紘
（
上
野
東
小
学
校
４
年
）

　
中
林　
壱
太
（
玉
滝
小
学
校
４
年
）

　
辻
村　
京
佑
（
玉
滝
小
学
校
４
年
）

　
小
野
田　
芽
生
（
青
山
小
学
校
４
年
）

　
松
嶋　
爽
花
（
青
山
小
学
校
４
年
）

　
松
森　
日
菜
（
上
野
東
小
学
校
５
年
）

　
廣
岡　
和
佳
（
神
戸
小
学
校
５
年
）

　
岩
永　
優
花
（
神
戸
小
学
校
５
年
）

　
中
野　
朝
馨
（
府
中
小
学
校
５
年
） 

　
矢
部　
百
美
（
河
合
小
学
校
５
年
）

　
筒
井　
優
雅
（
上
野
西
小
学
校
６
年
）

　
古
川　
明
香
里
（
長
田
小
学
校
６
年
）

　
山
本　
一
輝
（
新
居
小
学
校
６
年
）

　
桑
原　
萌
々
子
（
新
居
小
学
校
６
年
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
上
野
図
書
館

　
☎
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６
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６
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賀
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内
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博
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
わ
が
国
に
と
っ
て
「
東
日
本
大
震
災
」

と
い
う
不
幸
な
出
来
事
に
遭
遇
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
国
民
は
、
そ
の
復
興
・
復
旧
に
む
け
「
が

ん
ば
ろ
う
日
本
」
を
合
言
葉
に
総
力
を
結
集
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
は
１
日
も
早
い
完
全
復
興
の
日
を
切

望
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私
た
ち
は
、
こ
の
災
害
か
ら
平
凡
な

日
常
生
活
の
有
り
難
さ
や
危
機
管
理
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
人
々
は
「
誰
か
に
助

け
ら
れ
、
誰
か
を
助
け
る
」
相
互
援
助
の
精
神

が
根
づ
い
た
国
民
性
を
も
確
か
な
も
の
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
伊
賀
市
が
誕
生
し
て
７
年
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
個
性
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
一
方
で
い
く
つ
か
の
課
題
も
み
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

自
立
し
た
自
治
確
立
を
め
ざ
し
た
「
伊
賀
市

自
治
基
本
条
例
」
の
見
直
し
作
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
使
い
勝
手
の

良
い
条
例
に
す
る
た
め
、
議
会
と
し
て
も
意
見

を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
自
治
協
議
会
様
に
お
世
話
に
な

り
な
が
ら
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
「
議
会
報

告
会
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
位
置
付
け
で
あ
る

市
民
と
の
意
見
交
換
、
情
報
共
有
、
議
会
・
市

政
へ
の
参
画
、
民
意
反
映
、
議
会
の
説
明
責
任

の
場
等
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
こ
れ
ま
で

頂
戴
し
た
ご
批
判
を
も
含
め
、
前
向
き
な
ご
意

見
を
支
え
に
全
員
プ
レ
ー
に
励
ん
で
ま
い
り
た

く
存
じ
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

新年のごあいさつ

　
第
７
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

市
内
の
小
・
中
学
校
・
高
校
お
よ
び
一

般
の
皆
さ
ん
か
ら
２
４
７
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
特
選
に

選
ば
れ
た
３
人
と
、
入
選
に
選
ば
れ
た

27
人
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

第
一
部

『
奉
教
人
の
死
』
を
読
ん
で

　
石
橋　
容
子
（
一
般
）

第
二
部

黒
い
雨
か
ら
青
い
空
へ

　
川
向　
志
季
（
島
ヶ
原
中
学
校
３
年
）

第
三
部

『
み
ん
な
を
好
き
に
』
を
読
ん
で

　
西
田　
歩
未
（
河
合
小
学
校
６
年
）

第
一
部

　
福
沢　
義
男
（
一
般
）

　
澤
田　
誠
（
上
野
高
等
学
校
２
年
）

第
二
部

　
谷　
穂
乃
佳
（
崇
広
中
学
校
１
年
）

　
永
山　
千
晶
（
城
東
中
学
校
１
年
）

　
田
中　
沙
奈
（
城
東
中
学
校
２
年
）

　
東　
佳
世
（
城
東
中
学
校
２
年
）

　
榊
原　
沙
也
香
（
城
東
中
学
校
２
年
） 

　
中
森　
麻
莉
（
城
東
中
学
校
３
年
）

　
梶
村　
栞
（
成
和
中
学
校
３
年
）

第
三
部

　
花
井　
美
音
（
神
戸
小
学
校
１
年
）

　
福
寿　
文
菜
（
神
戸
小
学
校
２
年
）

　
岡
田　
ゆ
め
（
青
山
小
学
校
３
年
）

　
池
田　
彩
花
（
青
山
小
学
校
３
年
）

　
安
永　
千
紘
（
上
野
東
小
学
校
４
年
）

　
中
林　
壱
太
（
玉
滝
小
学
校
４
年
）

　
辻
村　
京
佑
（
玉
滝
小
学
校
４
年
）

　
小
野
田　
芽
生
（
青
山
小
学
校
４
年
）

　
松
嶋　
爽
花
（
青
山
小
学
校
４
年
）

　
松
森　
日
菜
（
上
野
東
小
学
校
５
年
）

　
廣
岡　
和
佳
（
神
戸
小
学
校
５
年
）

　
岩
永　
優
花
（
神
戸
小
学
校
５
年
）

　
中
野　
朝
馨
（
府
中
小
学
校
５
年
） 

　
矢
部　
百
美
（
河
合
小
学
校
５
年
）

　
筒
井　
優
雅
（
上
野
西
小
学
校
６
年
）

　
古
川　
明
香
里
（
長
田
小
学
校
６
年
）

　
山
本　
一
輝
（
新
居
小
学
校
６
年
）

　
桑
原　
萌
々
子
（
新
居
小
学
校
６
年
）
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◆ 

入
選

伊
賀
市
議
会
議
長

　

安
本　
美
栄
子

※
市
長
や
議
長
な
ど
公
職
に
あ
る
者
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
紙
上
を
も
っ
て
年
賀
の
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


